
キマグレ 第550号 彦 根 東 高 校 新 聞 平成23年 (2011年) １月 21日 （金）

１
月
18
日
、
『
高
校
新
聞
の

甲
子
園
』
と
い
わ
れ
る
第
40
回

全
国
高
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
１
３
８
校
の
応
募
の

中
か
ら
、
審
査
の
結
果
、
本
校

新
聞
部
が
最
高
賞
で
あ
る
文
部

科
学
大
臣
奨
励
賞(

総
合
的
に

最
も
優
れ
た
紙
面)

に
選
ば
れ

た
。
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
の

受
賞
は
10
年
ぶ
り
。

今
回
、
審
査
の
対
象
と
な
っ

た
の
は
10
月
に
発
行
し
た
特
集

号
の
彦
根
東
高
校
新
聞
第
４
０

０
号
。
東
高
生
の
活
躍
や
『
東

高
生
の
夢
』
、
『
情
報
化
社
会
』

な
ど
の
特
集
を
中
心
に
構
成
さ

れ
た
４
０
０
号
。
部
員
ら
は
こ

の
４
０
０
号
発
行
の
た
め
に
、

各
特
集
ご
と
の
班
に
わ
か
れ
、

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
６
ヶ
月

間
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
取
材
を

行
っ
た
。

受
賞
の
感
想
を
部
長
の
秋
山

良
太
君
（
２
―
７
）
、
副
部
長

の
都
築
恵
梨
夏
さ
ん
（
２
―
１
）
、

編
集
長
の
南
部
久
貴
君
（
２
―

６
）
に

聞
い
た
。
秋
山
君

は

「
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
も
読

者
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
」

と
振
り

返
り
、
都
築
さ
ん

は

「
本
当
に
う
れ
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ

る
よ
う
に
よ
り
よ
い
新
聞
を
作

り
た
い
」
、
南
部
君
は
「
受
賞

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
き
は

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
４
０

０
号
は
部
員
た
ち
が
寝
る
間

も
惜
し
ん
で
制
作
し
た
新
聞

で
、
本
当
に
大
変
だ
っ
た
が
、

努
力
し
た
か
い
が
あ
っ
た
」
と

話
し
た
。

表
彰
式
は
３
月
４
日
、
朝
日

新
聞
東
京
本
社
読
者
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
る
。
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第30回新聞コンクールにて

朝日新聞社賞（２位）受賞

特集内容を出し合う

特集内容決定

今後の方針を話し合う

宮崎高総文祭にて

３年連続最優秀賞 受賞

（５校）

特集取材スタート

『部活におじゃま』取材

１面（表紙）のデザインの

制作や記事の最終チェック
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今回、10年ぶりに新聞コン
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